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中

村 

龍

介 

  

今

年

の

四

月

は

天

候

が

不

順

だ

っ

た

。

特

に

、

後

半

に

は

、

早

く

も

梅

雨

入

り

し

た

の

か

と

思

わ

せ

る

よ

う

な

連

日

の

雨

。

晴

れ

た

の

は

、

二

十

三

日

と

三

十

日

の

土

曜

日

だ

け

。
後

は

雨

模

様

の

天

候

が

続

い

た

。 

 

私

の

手

帳

の

四

月

二

十

三

日

に

は
「

三

鷹

散

策

リ

ハ

」
、
三

十

日

に

は

「

三

鷹

散

策

本

番

」

と

書

か

れ

て

い

た

。

だ

か

ら

、

こ

の

二

日

だ

け

が

晴

天

と

な

っ

て

大

い

に

助

か

っ

た

。 

 

こ

れ

に

先

立

つ

半

年

ほ

ど

前

、

私

は

偶

然

に

も

三

鷹

市

に

は

、

三

木

露

風

の

墓

や

露

風

を

偲

ん

で

作

ら

れ

た

「

赤

ト

ン

ボ

公

園

」

が

あ

る

と

知

っ

た

。

三

木

露

風

は

、

兵

庫

県

の

竜

野

市

出

身

の

作

詞

家

だ

。

明

治

二

十

二

年

に

竜

野

町

で

生

ま

れ

、

竜

野

中

学

に

首

席

で

入

学

す

る

が

、

翌

年

に

は

退

学

。

そ

の

後

、

東

京

に

出

て

慶

応

大

学

、

早

稲

田

大

学

で

学

ぶ

。

東

京

で

は

、

若

山

牧

水

、

北

原

白

秋

ら

と

交

流

、

大

正

三

年

、

二

十

七

歳

で

栗

山

な

か

と

結

婚

、

三

鷹

の

牟

礼

に

居

を

構

え

た

。 

 

露

風

は

三

鷹

の

家

に

三

十

六

年

間

居

住

。

昭

和

三

十

九

年

十

二

月

、 

三

鷹

の

連

雀

郵

便

局

を

出

た

と

こ

ろ

を

タ

ク

シ

ー

に

は

ね

ら

れ

、

救

急

車

で

病

院

に

運

ば

れ

る

が

、

暮

の

二

十

九

日

に

死

去

。

享

年

七

十

六

。 

 

三

木

露

風

は

、

山

田

耕

筰

の

作

曲

で

多

く

の

詩

を

書

い

て

い

る

が

、

何

と

言

っ

て

も

代

表

作

は

「

赤

ト

ン

ボ

」

だ

ろ

う

。

 

〽

夕

焼

け

小

焼

け

の

赤

ト

ン

ボ 

 

負

わ

れ

て

見

た

の

は

何

時

の

日

か

♪ 

〽

十

五

で

姐

や

は

嫁

に

行

き 

 

お

里

の

便

り

も

絶

え

は

て

た

♪ 

 

露

風

五

歳

の

と

き

、

両

親

が

離

婚

し

て

家

を

出

た

。

露

風

は

祖

父

に

引

き

取

ら

れ

た

。

祖

父

の

家

で

は

姐

や

と

言

わ

れ

る

お

手

伝

い

さ

ん

に

世

話

を

し

て

も

ら

っ

た

。

が

、

そ

の

姐

や

も

若

く

し

て

嫁

に

行

く

。 

赤

ト

ン

ボ

の

歌

詞

に

あ

る

、「

負

わ

れ

て

見

た

の

は

」
と

は

、
姐

や

の

背

中

だ

。

そ

の

姐

や

は

十

五

で

嫁

に

行

き

、

露

風

は

忽

ち

孤

独

の

中

に

突

き

落

と

さ

れ

て

し

ま

う

。

そ

う

い

う

環

境

が

赤

ト

ン

ボ

の

詩

を

作

る

原

動

力

に

な

っ

た

の

だ

ろ

う

と

推

測

で

き

る

。 

さ

て

、
「

赤

ト

ン

ボ

」

を

歌

う

歌

手

だ

が

、

同

じ

竜

野

出

身

の

歌

手

、
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多

田

周

子

を

筆

頭

に

挙

げ

た

い

。

私

は

「

多

田

周

子

東

京

後

援

会

」

の

理

事

を

し

て

い

る

関

係

で

、

彼

女

の

歌

う

「

赤

ト

ン

ボ

」

を

数

え

き

れ

な

い

ほ

ど

聴

い

て

い

る

。

恐

ら

く

、

多

田

周

子

は

誰

よ

り

も

た

く

さ

ん

「

赤

と

ん

ぼ

」

を

歌

っ

て

き

た

も

の

と

推

測

す

る

。 

 

昨

年

、
三

鷹

の

赤

ト

ン

ボ

公

園

や

三

木

露

風

の

お

墓

を

観

た

と

き

に

、 

こ

の

墓

石

の

前

で

多

田

周

子

が

「

赤

ト

ン

ボ

」

を

歌

う

と

、

素

晴

し

い

イ

ベ

ン

ト

に

な

り

そ

う

だ

、
と

思

い

つ

い

た

。
そ

れ

か

ら

と

い

う

も

の

、

こ

の

企

画

を

プ

ロ

モ

ー

ト

す

る

た

め

に

細

か

い

計

画

を

立

て

た

。 

 

協

力

者

と

し

て

二

人

の

助

手

を

獲

得

し

た

。

一

人

は

、

会

社

時

代

の

仕

事

仲

間

で

、

三

鷹

生

れ

、

三

鷹

育

ち

、

未

だ

現

役

の

Ｆ

女

に

道

案

内

を

お

願

い

す

る

こ

と

に

し

た

。

も

う

一

人

は

、

ケ

ア

マ

ネ

を

し

て

い

る

次

女

の

淳

子

。

肺

気

腫

の

持

病

を

も

つ

私

が

途

中

で

何

か

あ

っ

て

は

い

け

な

い

の

で

、

私

の

付

き

添

い

役

で

あ

る

。 

 

ま

ず

、

周

子

さ

ん

の

土

日

の

都

合

を

幾

つ

か

聞

き

出

し

て

、

二

人

の

助

手

の

都

合

と

も

合

わ

せ

て

、

本

番

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

四

月

三

十

日

に

定

め

た

。

が

、

当

日

に

ぶ

っ

つ

け

本

番

で

は

危

な

っ

か

し

い

。

一

週

間

前

の

四

月

二

十

三

日

を

リ

ハ

ー

サ

ル

と

決

め

て

、

目

的

地

へ

の

道

順

と

所

要

時

間

を

測

る

こ

と

に

し

た

。 

 

四

月

二

十

三

日

が

来

た

。

前

日

ま

で

雨

模

様

だ

っ

た

空

が

、

青

空

に

な

っ

て

い

た

。

家

の

近

く

で

淳

子

を

拾

う

。

地

図

を

渡

し

て

、

助

手

席

で

ナ

ビ

ゲ

ー

タ

ー

と

時

間

の

記

録

係

を

頼

ん

だ

。 

 

車

を

先

ず

自

由

が

丘

向

け

て

出

発

し

た

。

周

子

さ

ん

の

マ

ン

シ

ョ

ン

ま

で

の

所

要

時

間

は

二

十

分

と

出

た

。

周

子

さ

ん

に

は

、

リ

ハ

ー

サ

ル 

の

こ

と

は

伝

え

て

い

な

い

。

本

番

で

は

、

何

処

で

車

を

待

っ

て

も

ら

う

か

を

決

め

た

。

そ

れ

か

ら

は

、

幹

線

に

向

か

う

。

三

鷹

へ

行

く

幹

線

は

環

状

七

号

線

（

環

七

）

と

国

道

二

十

号

線

（

甲

州

街

道

）

だ

。

二

十

号

線

を

仙

川

辺

で

右

に

降

り

て

、

一

一

四

号

線

を

北

に

進

め

ば

三

鷹

市

内

に

入

る

。
そ

こ

か

ら

直

ぐ

の

右

側

に

、「

マ

ツ

キ

ヨ

」
の

大

き

な

駐

車

場

が

あ

る

。

そ

こ

で

、

Ｆ

女

と

待

ち

合

わ

せ

た

。 

 

土

曜

日

、

昼

前

の

幹

線

道

路

は

矢

張

り

混

ん

で

い

た

。

出

発

し

て

か

ら

「

マ

ツ

キ

ヨ

」

三

鷹

新

川

店

ま

で

一

時

間

半

ほ

ど

か

か

っ

た

。

Ｆ

女

に

も

そ

れ

を

伝

え

、

助

手

席

に

座

っ

て

も

ら

い

、

三

鷹

市

内

の

案

内

役

を

お

願

い

し

た

。

淳

子

は

後

部

座

席

で

、

時

間

の

記

録

係

だ

。 

 

最

初

に

三

木

露

風

の

お

墓

と

赤

ト

ン

ボ

公

園

に

案

内

し

て

貰

っ

た

。 

露

風

の

お

墓

は

な

か

な

か

立

派

だ

っ

た

。

広

い

敷

地

の

バ

ッ

ク

に

は

、
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松

の

木

が

植

え

ら

れ

、

両

サ

イ

ド

に

は

柘

植

だ

ろ

う

か

、

短

い

灌

木

が

左

右

か

ら

墓

石

を

護

っ

て

い

る

。

墓

石

の

前

に

あ

る

左

右

の

花

瓶

に

は

新

鮮

な

花

が

生

け

ら

れ

、

露

風

の

関

係

者

が

墓

守

を

し

て

い

る

こ

と

を

暗

示

し

て

い

る

。 
 

  
 

   
 

              

も

う

一

カ

所

、

露

風

邸

の

今

の

姿

を

見

学

し

て

、

そ

の

後

、

近

く

の

フ

ァ

ミ

レ

ス

「

ロ

イ

ヤ

ル

ホ

ス

ト

」

で

遅

め

の

昼

食

を

と

っ

た

。

一

週

間

後

の

本

番

で

の

散

策

コ

ー

ス

を

打

ち

合

わ

せ

て

、

赤

ト

ン

ボ

公

園

、

露

風

の

霊

園

、
露

風

邸

の

玄

関

を

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

す

る

こ

と

を

決

め

た

。 
 

 

四

月

三

十

日

、

前

日

の

夜

半

ま

で

豪

雨

だ

っ

た

の

で

、

半

ば

諦

め

て

い

た

が

、

朝

を

迎

え

る

と

、

早

め

の

五

月

晴

れ

。

手

品

で

は

な

い

の

か

と

思

う

ほ

ど

、

清

々

し

い

初

夏

の

天

気

に

な

っ

た

。 

 

九

時

半

出

発

。

車

の

オ

ー

デ

ィ

オ

に

多

田

周

子

の

童

謡

ア

ル

バ

ム

を

か

け

、

途

中

、

淳

子

を

拾

っ

て

、

約

束

の

十

時

少

し

前

、

マ

ン

シ

ョ

ン

の

前

で

待

っ

て

い

る

周

子

さ

ん

を

見

つ

け

た

。 

 

周

子

さ

ん

は

、

ブ

ル

ー

の

ワ

ン

ピ

ー

ス

に

、

水

色

の

カ

ー

デ

ィ

ガ

ン

を

引

っ

か

け

た

カ

ジ

ュ

ア

ル

な

出

で

立

ち

で

、

助

手

席

の

ド

ア

を

開

け

て

乗

り

込

ん

だ

か

と

思

う

と

、

開

口

一

番

、

吐

い

た

台

詞

が

面

白

い

。 
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「

あ

ら

、

趣

味

の

い

い

音

楽

が

か

か

っ

て

い

ま

す

ね

」 

 
こ

の

一

言

で

淳

子

も

打

ち

ち

解

け

た

様

子

で

、

ス

ム

ー

ス

な

初

対

面

と

な

っ

た

。 

 

三

鷹

ま

で

の

一

時

間

で

、

こ

の

日

の

概

略

の

予

定

を

説

明

し

て

納

得

し

て

も

ら

っ

た

。

三

鷹

で

Ｆ

女

が

乗

っ

て

来

る

と

、

女

三

人

の

姦

し

い

会

話

が

始

ま

っ

た

。
私

は

話

を

聞

き

な

が

ら

ハ

ン

ド

ル

を

握

っ

て

い

た

。 

 

最

初

の

目

的

地

、「

赤

ト

ン

ボ

公

園

」
に

着

い

た

。
普

通

の

公

園

だ

が

、 

石

に

歌

の

歌

詞

や

赤

ト

ン

ボ

の

絵

が

刻

ま

れ

て

い

る

の

が

面

白

い

。 

 

周

子

さ

ん

に

も

珍

し

い

の

だ

ろ

う

。

自

分

の

カ

メ

ラ

を

出

し

て

き

て

写

真

を

撮

り

始

め

た

。 

                 
 

        



 5 / 7 
 

 
次

の

目

的

地

は

露

風

の

墓

地

だ

。

先

ず

、

石

碑

の

前

の

石

を

椅

子

に

見

た

て

て

小

休

止

。

周

子

さ

ん

の

セ

ル

フ

タ

イ

マ

ー

付

き

の

ス

マ

ホ

で

記

念

写

真

。 

 
 

                        

お

喋

り

が

一

段

落

し

た

と

こ

ろ

で

、

周

子

さ

ん

が

石

碑

に

向

か

っ

て

お

祈

り

を

始

め

た

。

そ

れ

が

終

わ

り

に

近

づ

い

た

時

を

狙

っ

て

、

私

は 

話

し

か

け

た

。 

「

周

子

さ

ん

、

石

碑

の

前

で

『

赤

ト

ン

ボ

』

を

歌

っ

て

ほ

し

い

。

僕

は

そ

れ

を

聴

く

た

め

に

、

周

子

さ

ん

を

こ

こ

に

連

れ

て

来

た

の

だ

か

ら

… 

」 「

そ

う

ね

。

他

に

誰

も

い

な

い

か

ら

と

て

も

い

い

雰

囲

気

。

私

も

歌

い

た

く

な

っ

て

き

た

わ

」 
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墓

石

の

前

に

立

つ

と

、

マ

ス

ク

を

と

っ

て

歌

い

始

め

た

。 

 
〽

夕

焼

け

小

焼

け

の

赤

ト

ン

ボ 

負

わ

れ

て

見

た

の

は

何

時

の

日

か

♪ 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歌

手

・

多

田

周

子

の

ソ

プ

ラ

ノ

が 

無

人

の

霊

園

に

流

れ

て

い

っ

た

。 

こ

れ

こ

そ

が

、

私

が

思

い

描

い

て 

い

た

イ

ベ

ン

ト

だ

っ

た

の

だ

。 

そ

う

思

う

と

、
周

子

さ

ん

の

歌

声

を

聴

き

な

が

ら

思

わ

ず

感

動

で 

身

体

中

に

震

え

が

走

っ

た

よ

う

に

感

じ

た

。 
良

か

っ

た

！ 

や

っ

て

良

か

っ

た

！ 

 

【

二

〇

二

二

年

六

月

記
・
原

稿

用

紙 

十

二

・

五

枚

（

写

真

ア

リ

） 

七

枚

半

（

写

真

ナ

シ

）

課

題

「

石

」 
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【

後

日

談

】 

三

日

後

の

五

月

三

日

、

多

田

周

子

さ

ん

が

自

分

の

ブ

ロ

グ

に

こ

の

日

の

出

来

事

を

書

い

た

。

周

子

さ

ん

に

も

喜

ん

で

も

ら

え

た

よ

う

だ

。 

   
 


